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1、 研 究の 目的

民 族に はそ の 民族伝来 の 固有 の 伝統 色が あり、それ

はそれぞれ の 文化 的風 上と環境に よっ て 成立した特

性 を持 っ て い る。それ による影響 は今 日でもあると思

われる。 その 点が本研究の 出発 点で ある。私たちは 、

毎 日 、新しい 商品が洪水 の ように出回る社会の 中で

暮らして い る。 テ レ ビ、雑誌 に は 、新商品 の 広 告が溢

れ ているが、そ の 中に は 商品 の 質と特性 とは 関係 な

く、ただ、イメ
ージだけを表 わて い る場 合もある 。 しか

し、た い て い の 商品 広告は 、頭 にすぐ思い 浮か べ られ

るようなコ ピーや 色彩で構成され てい る。私たちが、よ

く知 っ てい る広 告の 中には 、まっ たくの 固定 観念から

出てくる色で 誇張されてい る場合も多く見られる。 こ こ

で 、 広告 の 使用色は歴史や文化と結び つ く。 そこ に歴

史 関係 から文化的 に近い 関係にある日本 と韓国との

間で広告の 中で の 色彩がどの ような違い をもっ て い る

か を解 明する意味があると思われる。両国 の 生 活の 中

に表れる考え方や好み の 異同をとらえる ことを 目的とし

て 、そ の 比 較の た め に広 告に表れた 色の 調査 し、分

析する。

2、研究 の 方法

両国の 新 聞カラ
ー広 告の 期 間を限定して 収集し、下

記 3 の ように 18種類 に分類 した
i
。 分類 の 根拠 として

は 、下記 の ように公 共機 関広 告と企 業広 告とい う大分

類 をし、さらに業種別 に小分類し、それ に基 っ い て 両

国の 新聞を分析 し、広 告 に表され た色の 共通点 と差

異点を調 べ る 。

3、分類の 内容

  不動産 （住宅 ）

  百貨店

  映画、テ レ ビ

  食 料品

  出版

  航空 会社 、 旅行広告

  飲 み 物、酒 料

  金 融会社 、保険会社

  自動車

  通信販 売

  家具

  医薬品

  公 共広告

  家電製品

  コ ン
ーピ ュ

ー一
タ 、 移動通信

  化粧品

  衣類品

  企 業広 告

調査 対 象 とする新 聞の 種類は 日本 の 代表紙3 紙 （朝

日新聞、読売 新聞、毎 日新聞 ）、韓国 の 代表紙 4紙

（韓国 新聞 、 朝鮮 日報 、東亜 日報、 大 韓 毎 口

新聞 （旧ソウル 新聞）とした 。 なお 、 同じ新聞掲載の 同
一

広告でも違う日によっ て印刷 の 色 が違うことがありう

る点を考慮し、両国の 新 聞は 同じ版を収集するように

っ とめた 。

日韓の 新聞 の 収集期 間は、1998年 10A か ら1999年 4

月 までとした 。

4、測色方 法

新聞の 広告 印刷色には 裏抜けがあるため 、視感判 定

による測色を行っ た n そ の 諸修件は 下記の ようである。

●照明の 明度 ：D65

●測色面の 照度 ：500ル クス
。

●視感 測色の 時間 ：
一

日 3時間か ら4時間。なお 、2 時

間測色した後 30分休息。

●使用した標準色票 ：JIS　 Z　 8721 − 1964 準拠 標

準色票 （無光沢 ）

●標準 色票と比較する条件 ：JIS 視感観 測条件に し

たがう。

● マ ス クの 使 用 ：黒色 マ ス クを標準 色票 と、 試 料

噺 聞）にそれぞれに 当てて視感 観測を行っ た。

●孔のサイズ ：14 × 12mm 。

なお 、 多色使用 の 広告で は 文字 の 色 は 対象か ら

除き、はじめ に 目に とまっ た色を対象とした 。
っ ま

り、1広告 に っ き1色を選 び 測色した。
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5 、 測色結果

5− 1、新聞広告色の 測色 した色の 数

日本の 新聞 の 合計 ：1085

韓国の 新聞 の 合計 ：1225

1色に っ き3回測定してそ の 平均を測定色とした 。

5− 2、18種類 による 三 属性 による比 較

図 2 、 日韓彩度比較

図 1 、 日韓明度比 較
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表 1色相

相

分類 日本 韓国 分類 日本 韓国

17 ．5PB7 ．5PB lo10YR2 ．5Y
210Y7 ．5R 117 ．5PB5Y
37 ．5R5B 125R 7．5PB
45PB7 ．5PB 13 10R
510B10R 147 ，5R5G 　 2．5YR

67 ．5R2 ．5G 155R 7。5Y

72 ．5Y7 ．5R 167，5PB2 ．5Y
87 ．5PB7 ．5PB 175PB 7．5PB
97 ．5R7 ．5PB 185PB 7．5PB

6
、 結果

6− 1、明度の 比

韓国の 新聞の 場合

明度6が 18 グル ープ の 中で 7グル
・．一プ に集中され

て い る。 明度 8、9は、3グル ープに現れて い るの で

全般 的に 明度は高い 。

日本の 新聞の 場合

明度 5 が 9 グル ープ に集 中され て い る の で 、明度

的に は中間に位置して い る。

6− 2、彩度の 比較

韓国の 新 聞の 場合

彩度 10 が 5グ ル ープと彩度 8が 8グル
ープに 見ら

れた。

日本の 朝 日新 聞の 場合

彩度 10が 7グル ープ に 、彩度8が 4グル ープに 現

れて い て 、 韓国の 新聞と似た傾向が認 められる。

6− 3、色相の 比 較

韓国の 新聞の揚合

7．5PB が 7グル
ープ に見られた 。 日本よりもまとまる

傾向が見えた。

日本 の 朝 日新聞の 場合

全般 的に多様性を見せ てい る。

7
、 まとめ

日韓 の 新聞カラ
ー広 告に現れた色 を調査 した結

果、日韓の 両国の 使用す る色相は B 、5PB 、7．5P

B 系が多く見 られる。 また 、

一
般的な嗜好色 の 調査

によると韓 国と日本 の 若 者は明るくて鮮やかな色

を嗜好して、暗くて濁 っ た色を嫌悪するトーン嗜好

の 類似性があっ たが、その 結果と同じように新聞

広告の 色でも明るくて鮮やかな色を使 用し、表 現

して い るこ とが認められ た。
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